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参考資料の配付について 

 

 このことについて,下記資料を別添のとおり，配付いたします。 

 

記 

 

１ 学校給食で提供した食材について 

 

 

（保健給食課） 

 

 



 

 

学校給食で提供した食材について 

 

１ 概要 

（１）喫食校  函館市立本通小学校 

（２）食数   ３０９食（児童２８１食，教職員２８食） 

（３）提供日  令和５年１１月１７日（金） 

（４）該当食材 かやきせんべい 

（５）献立   せんべい汁 

（６）内容   基準値を超える赤カビが検出された原料の小麦粉を使用した 

「かやきせんべい」が入った給食を提供した。 

（使用したせんべい 4.8kgのうち，自主回収品は 1.0kg） 

 

２ 経過 

 学校給食で使用されている食材の「かやきせんべい」について，１２月１日 

に納入業者から食材を調達している函館市学校給食会に，原料として使用し 

ている全国農業協同組合連合会岩手県本部が販売した岩手県産小麦から，基 

準値を超えるデオキシニバレノール（赤カビ）が検出されたため，１１月１６ 

日に万年橋小学校の調理場(万年橋小学校の給食を調理)に納入した食材（か 

やきせんべい）２㎏（２袋）を回収したい旨の連絡があった。 

  万年橋小学校では，１１月１７日は臨時休業で給食を提供しておらず，当該 

 食材を使用していなかったことから，１２月４日に納入業者が万年橋小学校 

 の調理場から食材を回収するため訪問したが，１㎏（１袋）は千代田小学校の 

 調理場（千代田小学校および本通小学校の給食を調理）に納入していたことが 

 判明し，１㎏（１袋）だけを回収した。 

  千代田小学校の調理場では，１１月１７日は千代田小学校も臨時休業であ 

 ったため，１㎏（１袋）は本通小学校分の給食で使用していた。  

 

３ 対応等 

  本日付けで「せんべい汁」が提供された本通小学校の保護者に説明文書を配

付した。 

本件は，せんべいの原料である小麦から検出されたものであり，せんべい等

に加工されることにより，せんべい中の赤カビの含有量は非常に少なくなる

ものと考えられる。また，学校給食で提供したせんべいの一人当たりの提供量

は少量であることから，健康に影響を及ぼす可能性は極めて低いと考えられ

る。 

  なお，現時点において本通小学校から健康被害の報告はない。 

 

※デオキシニバレノール（赤カビ） 

  麦類などで赤カビ病の原因となるフザリウムというカビが作るカビ毒の一種で， 

 このデオキシニバレノールに汚染された食品を一度に大量に食べた場合，おう吐や 

 下痢，腹痛などの急性症状がみられます。 



令和５年１１月２８日 

各 位 

全国農業協同組合連合会岩手県本部 

 

弊会が販売した岩手県産小麦におけるＤＯＮ（デオキシニバレノール）の 

基準値超過に関するお詫びと今後の対応について 

 

このたび、弊会の取引先である製粉会社様に販売いたしました岩手県産小麦（玄麦）

の一部において、食品衛生法の定めるＤＯＮ（デオキシニバレノール）の基準値を超過

した小麦があったことが判明いたしました。 

 消費者ならび取引先の皆様に多大なご迷惑・ご心配をおかけいたしましたことにつき

まして、心よりお詫び申し上げます。 

 現在、判明している事実と現状および今後の対応は以下のとおりとなっております。 

 

１．ＤＯＮ検査の結果 

弊会が販売先より回収して実施しましたサンプルのＤＯＮ再分析において、 

０．４ppm～６．１ppmの値を検出し基準を超過したサンプルが認められました。 

２．判明している事実 

  （１）基準値を超過したものが含まれている小麦（玄麦）は、令和 4 年 9 月 22 日

から令和 5 年 11 月 20 日まで弊会が販売しました令和４年産「ナンブコム

ギ」710.968トンであると本日までに特定しております。 

  （２）販売先は県内製粉メーカー２社・県外メーカー１社で、710.968 トンの内、

約 404 トンが製粉されて小売メーカー等に出荷されていることを確認して

おります。 

３．現状の対応 

  （１）販売先３社に依頼し、11月 27日よりメーカー在庫分約 307トンを出荷停止

していただいております。 

  （２）県内製粉メーカー２社は、同日より弊会からの連絡を受けて、同社が出荷さ

れた製品の自主回収等を実施しております。 

  （３）県外メーカー１社は、基準値が超過した玄麦を製粉して出荷していなかった

ため、弊会の連絡を受けて在庫を全て廃棄する旨の連絡を受けております。 

 

４．今後の対応 

  （１）県内メーカー２社と連携し、すみやかに自主回収作業を実施いたします。 

  （２）県行政等への報告を逐一実施し、適正に対応いたします。 

  （３）本案件の事実関係や原因などを解明し、適切に情報開示いたします。 

  （４）再発防止策を早急に策定し、あわせてご報告いたします。 

以 上 


